
 

 

 

 

 

 

 下のグラフは 2020年のカンボジアの人口ピラミッドです。何か気づくことはありますか？ 

 

人口ピラミッドの 40～44歳の人口割合が大幅に減

少しているのが読み取れます。なぜでしょうか？ 

1975～1979年に政権を担っていた、クメールルージ

ュ(カンボジア共産党)の指導者ポル・ポトによる『国

民の大虐殺』が原因です。約 4年間で、当時の人口

の約 3分の 1にあたる約 150～200万人の人々が

犠牲になったと言われています。特に教員（97％が

殺害）、大学教授、医者といった知識のある人々を

徹底的に殺害。大虐殺が行われたため子供を出産

することが少なくなり、2020年における 40～44歳の

人口割合が減少しました。大虐殺により殺された 

人々の影響は医学や教育に大きな損害を与えまし

た。その結果、子供たちは医療や教育を受けられる人が減っている問題があります。また、働き世代の

40代 50代の先生方は質の高い教育を受けてこれなかったため、詰め込み式の授業しかしていなことも

問題に挙げられます。 

その後、日本を含めた各国の支援によって、改善がみられてきています。2016年には低・中所得国に

格上げされました。現在、カンボジアに派遣されている協力隊員 24名のうち教育分野の隊員が 16名。

医療分野の隊員が 2名。カンボジアの教育課題の解決に向けて少しでも貢献できるよう、日々の活動を

行っています。 
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カンボジアは、「プチュンバン」と言われる「お盆」の時期です。日本とは 1か月くらい

時期がずれていますね。1年の中でカンボジア人にとって重要な仏教行事の１つ。日

本のお盆と同じで、祖先祭祀の意味をもつ仏教儀礼です。毎年、太陰暦 10月の満月

の日から 15日間にわたって行われ、今年は 9月 11日～26日まで。最後の 3日間

は祝日となり、故郷に帰省し、家族、親戚や友達

同士でお寺にお供え物を持って行き、お坊さんに

お経を唱えてもらいます。配属先の先生に近くの

お寺に連れて行ってもらいました。お寺に行く服装

は決まっていて、男性も女性も白色の上着を着ま

す。女性はソンポットという巻きスカートを履きま

す。日本にいる家族、親戚、友達に思いを馳せな

がら、お供え物を捧げました。 
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カンボジアの人口ピラミッドから考える 
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